


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・気象台 や 等から情報収集 
 個人での収集が大切 

携帯電話を充填 予備バッテリー
の用意 
持出用食料の準備  
貴重品の確認 

・テレビや携帯で情報収集をして危険だと
感じたら各自で避難を促す（自家用車・タ
クシーなど） 
 

自分の避難行動を確認 
防水、防寒、長靴などの準備 
（逃げる際はスニーカーが望まし
い） 
持出す物を準備する 

・テレビや携帯で情報収集をして危険だと
感じたら各自で避難を促す（自家用車・タ
クシーなど） 
 

持病があれば薬（薬手帳）・保険
証・マイナンバーカード持出準備 
避難所の確認 

・テレビや携帯で情報収集をして危険だと
感じたら各自で避難を促す（自家用車・タ
クシーなど） 
 

危険な場所から全員避難 
家族の安全確保 

・命の危険が迫っているため直ちに身の
安全を確保 
 

身の安全を確保 
避難所に移動完了 

発災直後 

地震発生 
建物倒壊、出火が始まる 
停電、断水、ガスが止まる 

身の回りの安全確保 
情報収集 

火の元確認、ガスの元栓を閉める 

ブレーカーを落とす 

状況を見守り情報収集 

１時間まで 

救命救急活動 
火災が拡大 
二次災害防止 

安全確認 
安否確認 

貴重品の確保 
持出すものの準備 
避難所の確認 
 

６時間まで 
被害の中心地や範囲が判明 地区の見回り開始 水・食料の確保 

 

１日まで 
自衛隊が到着 公的機関への情報収集 

給水・給食活動要請 
 

避難するか否かの判断 
避難した場合は集まった人達
と情報交換を密にする 

３日まで 

広域火災が鎮火、停電解消 
ボランティア支援開始 
生き埋めなどの生存低下 

公的機関・ボランティア等へ
の連絡 
 

彩が丘には避難場所はあるが
避難所はないので、後は個人
の判断に委ねる 

２週間まで 

行方不明者の捜索完了 
仮設住宅の建設 
水道やガスの復旧 

公的機関との連絡 
情報収集 

救援物資がすぐに手に入るわ
けではないので各自３日分位
の食料の備蓄類を持参する 

１か月後 

仮設住宅入居開始 公的機関との連絡 
情報収集 

 

令和７年６月 作成 

彩が丘自治会コミュニティタイムライン（水害版） 

警戒レベル 

１ 

４ 

３ 

２ 

５ 

気象庁・長崎市 

早期注意情報 

大雨洪水注意報 

高齢者等避難 

避難指示 

緊急安全確保 

自治会がとる行動 

コミュニティタイムラインとは、誰が、いつ、何を行うかを時系列にまとめた地域における 
防災行動計画のことです。 
自分の自治会や自分自身がいつ、何を行うのか、考えて書き込んでみましょう！ 

彩が丘自治会コミュニティタイムライン（地震版） ※震度６弱以上を想定 

初
動
対
応 

応
急
対
応 

復
旧
期 

復
興
期 

経過時間 一般的な出来事 自治会がとる行動 あなたや家族がとる行動 

あなたや家族がとる行動 

地震に対する事前の備え例 

・転倒防止金具などで家具を固定し、倒れにくくする。     ・ブロックやコンクリートなどの塀は、倒れないよう補強する。 

・散乱物でケガをしないように靴や靴下などを身近に準備する。 ・電気火災防止のため、感震ブレーカーを設置する。 

 

 

 

避難先は市が指定する指定避難所だけではありません。自分がどこに避難するか、あらかじめ考えておくことが 

大切です。ご家族や友人など、周囲の方々と話し合って「私の（マイ）避難所」を考えておきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どこに避難する？「マイ避難所」を考えておきましょう！ 

情報入手方法を確認しましょう！ ～ 最新の災害情報を入手～ 


